
 

は　じ　め　に 
 
1. 補習学校の教育環境 
　ローリー日本語補習学校は、英語環境の学校に通学している児童・生徒を対象とし、「学習指導要領」に示す内容

の一部を日本語で提供することを主な目的として保護者が設置・運営する学校であり、「語学学校」とは異なるもので

す。また、当校は文部科学大臣が認定した在外教育施設（学校）ではありませんので、就学義務は生じず、卒業しても

上級学校への入学資格を取得する事は出来ません。教育活動は、現地の学校を借用して行っています。 
 

*) 学習指導要領：日本のどの地域で教育を受けても、一定の水準の教育を受けられるようにするため、文部科学省で
は、学校教育法等に基づき、各学校で教育課程（カリキュラム）を編成する際の基準を定めています。 これを「学習指
導要領」といいます。 
 
（1）教員​  
　日本の教員免許を持っている滞米者が少ない上に、就労ビザの関係で、教員の確保は容易ではありませんが、免

許状がなくても、日本語での指導力のある先生が来てくださっています。また、文部科学省から派遣された校長先生

の指導の下で授業が実施されています。 
　 
（2）学習 
　補習学校は、毎週土曜日に授業を行います。年間の授業日数40日程度の範囲内で、通常の授業（教科学習など）
や学級（学年）活動、運動会も行います。特に教科学習については、日本の授業時間数の半分以下で同程度の内容

をこなすことは困難なので、学習内容を定着させるためにはご家庭でのサポートが大切です。 
  
 
2. 保護者の活動 

学校運営は保護者のボランティアによって行われています。当校の設立の趣旨、運営方法の特徴から、保護者の皆

様の活動は大変重要な意味を持っています。 

（1）運営委員 ：補習学校運営の中心となって活動します。メンバーは11名（校長先生含む）、任期は1年。 

（2）父母総会：各学期初めと年度末に開かれる、補習学校の運営についての最高審議・決定機関です。各家庭が1票の投票権を持っ
ています。 

（3）学級委員：各クラスの保護者の代表です。担任の先生との連絡、クラス内の各家庭との連絡が主な内容です。学校行事において
は、各クラスの代表として、中心となって活動します。教室当番の割り振りを行います。 

（4）行事委員：運動会、学級（学年）活動、卒業式、入学式、などの学校行事を担当します。（各クラスから1名選出 

（5）図書委員：授業日の図書の貸出、図書の管理、古本市の開催を担当します。（各クラスから1名選出） 

（6）安全委員：日常および行事での補習校内の警備と教室内の配置管理を行います。 

（7）教室当番：幼稚部や小学部低学年(１－２年)において、先生の補助を行います。 

（8）教室整備当番：生徒の授業前に担任の先生の指示のもと机配置を行い、授業後に元の位置に戻します。教室、担任の先生によっ
て、この活動の有無が異なります。 

（9）その他　：上記以外にも、行事ごとにお手伝いをお願いしています。​
 対外的な場面では、英語の通訳、翻訳、英文の推敲などについてもご協力をお願いすることがあります。 
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3. 学校施設の使用にあたって 
補習学校は地元の学校の校舎を有償で借りて開校していることを念頭に置き、施設を汚さぬよう、傷つけぬよう心配

りを忘れず使用して下さい。 
＊過去に2回、借用校との関係が悪化して、契約が継続できなくなったことがあります。 
＊誤って借用校の施設を損傷等した場合は、必ず運営委員に報告して下さい。報告があり、酌量の余地がある場合は、運営委員会が本

人に代わって対応します。 
＊ 損傷行為等を見かけられましたら、補習学校の関係者かどうかに関わらず運営委員に報告してください。損傷行為が補習学校の責任
であるかどうかを明確にし、必要な内容については前述のように運営委員会が借用校に謝罪、補償します。このことは、友好な関係を

維持存続するため大切なことであり、個人の責任を追求しようとするのが本意ではありません。 
＊学校の備品を移動された場合は、必ず元に戻すよう徹底をお願いいたします。 
 
（1）借用校の掲示物、机、椅子、その他のあらゆる物品には、すべて本来の持ち主がいます。借用校との関係が気持
ちよく継続できるように、お子様に十分ご説明、ご指導をお願いします。 

＊（持ち物に学年と名前の記入を）日本の学校と同じように学校に持ち込める物は、学習に関するものに制限されています。また、持ち物

には必ず、学年と名前の記入をお願い致します。補習学校の児童・生徒の物であることが分かりやすいように、日本語で名前 を書いて
おくとよいでしょう。記名のない忘れ物、落とし物等については、運営委員会は関知、対応できません。 

＊（終業後はすみやかに下校するように）借用校との友好関係を維持する目的で、安全委員の方に始業前と、終業後の点検をお願いし

ています。始業前と同じ状態に戻してお返しするため、終業後はできるだけすみやかな下校をお願い致します。 
 
（2）お子様の安全確保については、運営委員会、安全委員会も最大限の努力をしますが、基本的に保護者　の責任
です。特に登下校時には、人や車の出入りが激しいので、細心の注意が必要です。 
＊（校内での危険行為等の対応について）運営委員と安全委員が校内の安全巡視を行っていますが、危険な行為、その他問題 
      があると思われる行為を見かけた場合は、自分の子どもでなくともその場でご注意頂くようご協力をお願い致します。 
＊（補習学校加入傷害保険について）補習学校は、校内での傷害等に備えて団体保険に加入していますが、この保険を使用する場合

の手続きは、当該の保護者ご自身にお願いしています(別紙添付)。 
＊（交通安全について）登校、下校時、休み時間など子どもは学校敷地内を走り回ります。学校内への車の乗り入れの際には徐行、安全

運転を心がけてください。学校内の交通事故は全て当事者の責任において処理してください。運営委員会は一切関与できません。 
 
（3）その他の配慮事項 
＊（体育館の利用について）体育館は賃貸契約の対象外です。行事などに際して借用校の許可が出た場合に限り、ハイヒール禁止

等の条件で借用することがあります。 
＊（喫煙について）学校敷地内、並びに歩道では全面禁煙です。 

＊（飲食について）校舎外では生徒・保護者共に水以外（あめ、ガム含む）は原則禁止です（学級活動、運動会など特別な 
　　場合を除く）。教室が汚れうる食品は避けてください。 
＊（電話の利用について）借用校の電話は使用しないで下さい。 

＊（コピー機の利用について）補習学校用のプリンターが図書館に備え付けられています。補習学校に関するコピーは自由に取って

くださって結構ですが、補習学校に関係ない私用コピーはお断りします。 
＊（高校生のボランティアについて）現地の高校に通う生徒は補習校での奉仕活動に対し、現地校がクレジットとして 
        認める場合において、運営委員がサインをすることができます。運営委員に直接依頼してください。 
＊（情報の取り扱いについて）補習校で得た複数のE-mailアドレスや電話番号へ、補習校の活動とは無関係な情報を発信 
       しないでください。補習校で得た情報を、無関係な機関および個人へ共有しないでください。補習校内で撮影した写真や 
       動画を無断でSNS(FacebookやInstagram等)や動画サイト（YouTube等）に投稿しないでください。 
 
 
4. 必要書類、経費の提出、文書の配布について 
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補習学校に関する必要書類、必要経費等は決められた期日を守り、早めに提出下さるようお願いします。特に学期

初めは混雑しますので、入学金、授業料の納入は運営委員により定められた納入方法にて期日までにお納めくださ

い。 
　なお、学校からの配布物は、原則として各家庭に一部配布することにしています。教室で配る際、兄弟姉妹がある場

合は長子にのみ配布していますので、宜しくお願いします。 
 
5. 悪天候、緊急事態等による休校について 
悪天候や緊急事態等が発生し、土曜日朝までに回復の見込みがない場合は休校またはオンライン授業となる事が

あります。その判断は運営委員会が行い、以下の手順で行いますのでご協力お願いします。 
 
（1）悪天候、緊急事態等が発生した場合は木曜日夕16時の時点で休校またはオンライン授業かを判断します。16時

以降に発生の場合は土曜日朝5時30分の時点で判断します。 
（2）休校・オンライン授業の場合の連絡方法​

各学級委員を通じて連絡します。連絡方法については、年度当初に学級委員から連絡します。 
（3）授業時間中に緊急事態が発生した場合の連絡方法​

MMSシステムに登録してある各家庭の電話番号に一斉にテキストを送信、さらにクラス連絡網（各学年グルー
プLINE）にて連絡します。このメッセージを受け取りましたら、指示内容に従い行動をお願いします。 

　 
6. 補習学校の安全対策について 
（1）　生徒の登下校時 

❖​ 小学生、幼稚部の生徒は、保護者（もしくはそれに準ずる者）が、登校時、下校時共に 
教室まで迎えに行くようにして下さい。 

❖​ 始業時8時25分までは、当番以外の方、生徒が教室には入ることができません。朝、生徒だけで校舎の外で
遊ぶことは控えて下さい。また当番の保護者と一緒に登校して来た生徒、また早く登校した生徒はカフェテリ

アで待機後、各教室に移動して下さい。 
 

 
（2）　授業中および休み時間 

a)​ 授業時間中に校内を一人で歩いている生徒を見かけた場合は、理由を尋ねて頂き明確でない場合は、運営
委員に連絡して下さい。 

b)​ 休み時間中は、安全当番が校内の要所を巡視しておりますが、危険なことをしている生徒、道路の近くで遊
んでいる生徒を見かけた場合は直ちに注意して下さるようお願い致します。 
 
 
 

（3）　急病や事故の際の保護者への連絡 
a)​ 緊急時の連絡先電話番号はMMSシステムで管理をしています。必ず連絡のつく最新の電話番号をシステム

にご登録をお願いいたします。保険などの情報は急病やけがなどで救急病院へ行く必要が生じた場合に、病

院や警察に提示する為の大変重要な資料です。従って、全てを英語で、必ず連絡の取れる最新の電話番

号、アレルギーの有無、健康保険の情報、保護者のサインが不可欠です。登録内容に変更があった場合、直

ちにMMSシステムにてご自身でご変更をお願いいたします。尚、電話番号・メールアドレスを変更した場合は
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学級委員にご連絡をお願い致します。緊急時に保護者に連絡がとれないような事態が発生しても学校として

は責任を負いかねますので、その旨ご承知おき下さい。 
 
（4）　その他　危機管理に関する情報 

　　　補習校の危機管理マニュアルがホームページにて確認できますので、一度目を通しておいて下さい。 
​
            https://www.japanschoolraleigh.com/213612723131649297021251012491125171245012523.html 
 

　　　　　(2014年  5月13日改訂) 
(2015年  2月28日改訂) 
(2016年  4月29日改訂) 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2016年10月16日改訂) 
​ ​ ​ ​ ​ ​ ​ ​ (2017年10月10日改訂) 

 (2018年  4月15日改訂)  
(2019年  4月30日改訂) 
(2020年  7月31日改訂) 
(2020年10月16日改訂) 
(2021年  5月  4日改訂) 
(2022年  2月14日改訂) 
(2023年  3月18日改訂)​

　　　　　　　(2023年  5月13日改訂)​
(2023年10月31日改訂)​
(2024年  3月  2日改訂)​
(2024年  7月12日改訂) 
(2025年  4月26日改訂) 
(2026年  5月8日改訂)
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I. 学校概要 
・幼稚部、小学部、中学部、高等部を設け、学齢児童・生徒を入学対象としている。 
・小・中学部は、「学習指導要領」に沿って、また、幼稚部、高等部は「学習指導要領」を参考として学習指導を行う。 
・授業日は週に１日、年間４０日程度、約２００時間の授業を行う。 

 
1. 学校設立年月日​ 1982年11月 6日 
 
2. 設立母体​ ​ 本校の設立母体は、本校在籍の児童・生徒の保護者である。　 
 
3. 沿革 

・1982年9月～10月 ローリー市及び近隣在住の義務教育就学児童を持つ父母の有志が、ジャパンセ

ンター（ＮＣＳＵ機関）、州商務省及びWAKE Countyの協力を得て、補習校設立に
向けて検討を行う。 

・1982年11月6日  ローリー日本語補習校創立。EFFIE GREEN小学校に小学生25名、中学生4名、
教師5名の寺子屋風の学校を開校した。 

・1988年4月　　　   非営利学校法人として認可される。 
・1990年4月　　　   インターナショナルクラスの併設、また当校の付属機関として地域活動推進機関

（日本クラブ）を設ける。 
・1990年9月　　　   WILEY小学校へ学校を移転。また、3時間授業体制から5時間授業体制に変革。 
・1993年9月　　　   Our Lady of Lourdes Schoolに移転。児童生徒数の減少により4時間授業体制に縮

小。 
・1995年3月　　　   1996年度の校長招聘方針が承認 。 
・1996年3月　　     文部省より長山校長が派遣される。 
・1997年3月　　　   “オープンハウス”の記事がNews & Observer紙に掲載。 
・1997年5月　　　   第一回遠足開催（Crabtree Lake） 
・1997年6月　　　　 文部省より巡回訪問団来校。授業視察、講演会等実施。 
・1997年8月　　　　 Our Lady of Lourdes School新校舎完成。 
・1999年4月       アトランタ領事館より副領事訪問、講演会実施。 
・2000年3月       文部省より曽根校長派遣。 
・2000年4月       JSLを新設。 
・2001年3月       理事会を運営委員会から分離させた新理事会を発足。​  
・2002年11月6日 創立20周年を迎える。 
・2003年3月 文部科学省より三村校長を派遣。 
・2003年12月​  名誉理事に在アトランタ日本国総領事館田村好充領事就任。 
・2003年12月​  事務局移転 
・2004年3月 国際クラスの廃止、JSLの休止 
・2004年6月 校歌制定 
・2006年3月 文部科学省より安田校長派遣 
・2009年3月​ 文部科学省より小林校長派遣 
・2011年3月​ 文部科学省より池田校長派遣 
・2012年11月6日​ 創立30周年を迎える 
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・2013年3月​ Saint Mary’s Schoolに移転 
・2013年4月​ 文部科学省より長谷川校長派遣 
・2015年4月​ 文部科学省より伊井校長派遣 
・2016年4月​ 5時間授業化、社会科の開講 
・2017年4月​ 文部科学省より野村校長派遣 
・2019年4月​ 文部科学省より坂田校長派遣 
・2022年4月​ 文部科学省より荒谷校長派遣 
・2022年11月6日​ 創立40周年を迎える 
・2024年8月​ Davis Drive Middle Schoolに移転 
・2025年4月​ 文部科学省より友寄兼秀校長派遣 

 
 
4. 経営理念 
・児童・生徒、保護者、教師の相互信頼を基本として、明るく楽しい学ぶ事のできる学校をつくる。 
・「学習指導要領」に沿った指導を通して、学力を育むとともに日本的な生活習慣や態度の涵養に努る。 
 

1​学力（「学習指導要領」）を身につけることを目指した教育を行う。 
（これは、主として国語、算数/数学を通して実現する）　 

2​日本文化理解のための素地の育成を目指して教育を行う。 
（これは、主として学校行事等を通して日本的生活習慣の指導により実現する） 

 
5. 保護者の権利と義務 

保護者は学校運営に参画する権利と運営に必要な事項に協力する義務を有する。就学する児童・ 
生徒は、所定の入学金、授業料を支払うものとする。 
児童・生徒の登下校を含め校内での事故責任は保護者が負うものとする。 

 
6. 学校の規模 

年中 年長 小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3 高1 高2・3 計 
21 19 33 33 33 35 28 30 27 14 24 5 15 317 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026年4月24日時点 

 
7. 理事会 

本校の基本的な事業、活動の策定及びその管理・運営は理事会の責任のもとに行われる。 
理事会の具体的な責務については、「ローリー日本語補習学校理事会規定」による。 
理事の定数、任期および選出については｢学校要綱｣に定めている。 

 
8. 運営委員会 

本校の日常運営、管理を行う。 
運営委員会は、委員長、副委員長、書記、会計、教務、安全、図書、行事、渉外、庶務の委員と校長により構
成される。 
補習学校運営委員会各委員の役割及び学校運営の実務に関しては「ローリー日本語補員会規定」 
に、運営委員の定数、任期および選出については｢学校要綱｣に定めている。 

 
9. 父母総会 

8 

 

 



 

父母総会は、本校運営の最高決議機関であり、各学期初め及び年度末に開かれる。 
父母総会の招集、成立、決議については「学校要綱」に定めている。 

 
10. 予算及び会計報告 

 ​ 本校の会計年度は4月1日から翌年3月31日までとし、年度初め（原則5月に開催）の父母総会において
前年度の会計報告を行う。当年度の会計予算については当年度最初の父母総会で予算案を説明し承

認を得るものとする。 
 (2013年  4月25日改訂) 
(2016年  5月  5日改訂) 
(2016年10月16日改訂) 

(2017年  3月23日訂) 
(2019年  5月15日訂) 
(2020年  7月31日訂) 
(2021年  4月12日訂) 

(2023年  3月18日改訂) 
(2023年  5月13日改訂)​
(2023年10月31日改訂)​
(2024年  3月  2日改訂) 
(2024年  7月12日改訂) 
(2025年  4月26日改訂) 
（2026年 5月 8日改訂) 

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　​
II. 入学･退学 

 
1. 入学の資格 
本校では日本語による授業を行うこと、運営が非営利目的で保護者のボランティア活動から成り立っていることを

理解し、これに協力くださる方であること。 
対象年齢は原則的にそれぞれ以下の通りである。（4月2日現在の満年齢）​
幼稚部   4，5才​
小学校   6～11才​
中学校  12～14才 ​
高　校  15～17才 

 
2. 入学手続き･入学金、授業料 
（1）転入学希望者は、校長の面接を受ける必要がある。ローリー補習校ホームページ「入学について」をクリックし、願

書登録から申込を行う。校長面談により、日本語の能力に応じた転入学クラスなどが決まった後、入学届（別紙

様式1）に必要事項を記入の上、運営委員会に提出し、入学許可を得ること。 
（2）入学後に、生徒の学力に応じて、校長、教師及び保護者の協議により学年を変更することができる。 
（3）保護者の希望により随時、1授業日に限り保護者同伴での授業見学を許可する。 
（4）入学金、授業料は「授業料等の徴収規定」によって、各学期分をまとめて運営委員の定める方法で納入すること。 
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3. 休学 
(1) 児童・生徒を帰国、疾病療養などの理由によって休学（長期欠席）させようとする保護者は、休学届（別紙様式4
）に必要事項を記入の上、2週間前までに運営委員会に通知するものとする。 

(2) 上項に言う長期欠席とは、連続して2か月以上欠席するもので最長6か月までとし、 
　年度内合計6か月を超える場合は退学とする。また、年度をまたぐ休学は認められない。 
　夏休みを含む2か月の休学は認められない。 
(3) 現地高校を卒業した生徒に限り、休学期間を年度末まで認める。 
 

4.退学 
　本校から児童・生徒を退学させようとする保護者は、退学届（別紙様式3）に必要事項を記入の上、2週間前までに運
営委員会に通知すること。 

 
5.復学 
　休学届を提出した父母が、児童・生徒を復学させようとする場合は復学届（別紙様式5）にて運営委員会に通知するこ
と。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
(2013年4月25日改訂) 
(2014年5月13日改訂) 
（2023年3月18日改訂) 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2023年5月13日改訂)​
（2024年5月11日改訂)​

 
III. 教育計画 
 
1.学校教育目標 

子どもたちの自主性や積極性を尊重し、 
■​ 確かな基礎学力と豊かな表現力をもつ子どもを育む。 
■​ 地域社会との交流を通して国際性豊かな子どもを育む。 

 
2. 教育方針 
    (1) めざす授業像 
               基礎基本を確実に積み上げていく授業 

・毎時間のめあてと一人一人の達成目標を明確にした授業 
・読む、書く、聞く、話す、計算する、調べる、まとめる等の活動を組み込んだ授業 

               主体性や探究心を育むことを大切にした授業 
・学ぶ楽しさが実感でき、一人一人の子どもが主体的に取り組む授業 
・教科への知的興味や関心、さらには、探究心を育む授業 

    (2) めざす教師像 
               心豊かな教師 

・子どもを多面的、共感的に理解しようとする教師　 
・鋭い人権感覚を持ち、子どもと夢や希望を語り合う教師 

               信頼される教師 
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・研修と修養に励み、指導力向上を目指す教師 
・使命感や責任感を持ち職務に取り組む教師 

 
3. 授業日 
              原則、毎週土曜日、年間40日前後とする。 
 
 
4. 授業時間 
              原則、５時間とする。 
 
5. 教育科目 
　　　 幼稚部：日本語に親しむ、歌、工作、グループ活動など　 

　　　 小学部：国語、算数 
    　　 中学部：国語、数学 
　　　 高等部：国語、数学 
　　　 また、学校行事などを通して日本文化理解のための素地の育成も目指しています。 
 
6. 生活時程　 

├─​ 8:25　 登校 
├─​ 8:35　 朝の会 
├─​ 8:40  
│             第一時限 
├─​ 9:25  
│                <休み時間 >  
├─​ 9:30  
│                第二時限 
├─​ 10:15 
│                <休み時間>  
├─​ 10:20 
│                第三時限 
├─​ 11:05  
│                <軽食タイム>  
├─​ 11:35 
│                第四時限 
├─​ 12:20  
│               <休み時間>    
├─   12:25 
│                第五時限 
├─​ 13:10 　 終りの会 
├─​ 13:15　 下校 

 
 
 
 
7. 教科書 

義務教育期間については文部科学省から無償給付される。参考書、教材は受益者負担。 
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教科書入手方法 
(1)日本から来る人 

日本出国前に海外子女教育財団から教科書を入手すること。 
 (2)すでに現地に在住の人 

アトランタ総領事館に問い合わせをし、入手方法を確認すること。（在留届が必要） 
 
8.現地校クレジットについて 
 
Wake County Public School System の現地校において、外国語単位認定方法が2020年度に変更になりました。詳細
は現地校のカウンセラーにお問い合わせください。 
また、補習校ホームページに記載の現地校クレジット（単位認定制度）についてをご参照ください。 
 

　(2014年  5月13日改訂) 
(2015年  2月28日改訂)​

 　(2016年  4月  9日改訂) 
(2016年10月16日改訂) 
(2019年  5月15日改訂) 
(2020年  7月31日改訂) 

　　　　　　　　(2021年   5月 4日改訂) 
（2023年 3月18日改訂)​
（2023年10月31日改訂) 
(2024年  7月31日改訂) 

IV. 児　童　･　生　徒　規　則 
 
1. 通学について 
（1）保護者及びそれに準ずる者以外の運転する車では通学してはならない。 
（2）平常の通学方法以外の方法で通学する場合、保護者は事前に学級担任に届けなければならない。 
（3）高校生の自動車使用については、事前に自動車通学許可願（別紙様式7）を提出すること。 
（4）学校終了後、保護者は速やかに迎えに行き、下校をすること。 

 
2. 欠席･遅刻･早退・忌引等について 
　  （1）児童･生徒が欠席･遅刻･早退・忌引等する場合、保護者は事前に連絡フォームで届け出ることを原則とする。

当日の場合、直接校長先生の携帯に連絡し届け出ること。 
     （2）現地校の振替登校日による欠席の場合は、事前にその旨および現地校名を伝えること。 
     （3）現地校の振替登校日は出席すべき日数に算入しない。 
　　(4)  忌引による欠席は連続１回までを上限とし、出席すべき日数に算入しない。 
　　(5)  インフルエンザ感染者は「出席停止」とし、出席すべき日数に算入しない。また、診断書の学校提　　出は不要
である。 
　 
3. 校内における病気及び事故等の場合について 
（1）児童･生徒が病気になったり、事故等にあった場合、学校はただちに保護者に連絡する。 
（2）緊急措置が必要になった場合、学校は所定の手続きにより措置する。 
（3）教室で学習困難と判断される場合、保護者はただちに児童･生徒を引き取りに来なければならない。 
（4）重症アレルギーを持つ生徒の保護者は予め「重症アレルギー詳細シート」を運営委員に提出する。エピネフリ

ン製剤投与を希望する場合は、「エピネフリン製剤投与に関連した免責に関する同意書」「FARE Care Plan 
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Sheet」も提出する。アナフィラキシーショック発生時に、該当保護者や救急車が間に合わず、 生徒の周囲に
いる大人がエピネフリン製剤を投与せざるを得ない状況になった場合に、該当生徒のカバンの中に上記3
書類とエピネフリン製剤が入っていることが、エピネフリン製剤を投与できる条件で ある。​
(詳細は危機管理マニュアル＜１１＞を参照） 

 
4. 諸届について 
届出（入退学、休学、住所の変更等）は、原則として保護者が事前に書面により行うこと。 
やむを得ない場合は、電話で届け出を認めるが、その場合、必ずできる限り速やかに書面を提出のこと。 

 
5. 児童・生徒の注意事項 
ローリー日本語補習学校は、週一日だけの貴重な学習の場である。以下の事項をよく守って、有意義な学校 生活
が送れるよう心がけること。 

 
　　基本的な事項 

（1）一時間一時間の授業を大切にして、精一杯努力すること。 
（2）教室内外での行動に気をつけて、安全な生活を送ること。 
（3）学校や他人に迷惑をかけないよう、十分気をつけること。 
（4）先生、運営委員、教室当番等の指示･指導に従うこと。​

 
持ち込み禁止品について 

（1）学習に不必要な物や身体に危険をおよぼす物は持ち込みを禁止する。 
（2）禁止品を持ち込む場合、保護者は事前に届け出て許可を得る。 
（3）禁止品を無届けで持ち込んだ場合は、没収或いは保護者が受け取りに来るまで運営委員会が　保管
する。保管期間は2週間以内とし、その物件についての責任は一切負わない。 

 
借用校舎の使用について 

（1）建物内（教室、通路）では、走ったり、騒いだりしない。 
（2）教室･通路等、借用校の物品･掲示物には手を触れない。 
（3）教室内での飲食は規則を守り、決められた時間内のみとする。 
（4）机、椅子等を移動した場合は、必ず元の位置に戻しておく。 
（5）トイレはきれいに使用する。（水流し、ペーパータオルの始末 
   (6）建物（窓ガラス等）･器材を破損した場合は、必ず担任に報告する。 

 
　学校生活のきまりについて 

（1）先生の許可なく校外に出ることはできない。 
（2）先生や友達に礼儀正しく接する。 
（3）暴力行為（他の人の身体に危害を加えること）はしない。 
（4）授業の妨害（私語や騒ぐこと、先生の指示に従わないこと等）はしない。 
（5）差別的な言動や行為はしない。 
（6）物を大切にし、身の周りを整理する。 
（7）休み時間は、次の授業の準備をしておく。 
（8）終業の時刻になっても、先生の指示があるまで席を立たない。 
（9）学校終了後は、ただちに下校する。 
（10）服装について（靴を含む）は常識の範囲内とし、Wake countyの服装規定に準ずること。​

http://www.wcpss.net/domain/50 
（11）生徒同士の食べ物の交換、軽食を持っての教室移動は禁止する。​

（アレルギー対策の一環） 
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(2013年  4月25日改訂) 
(2015年  2月28日改訂) 
(2016年  4月  9日改訂) 
(2017年10月10日改訂) 
(2018年  1月12日改訂) 

                                                                                                     （2023年  3月18日改訂) 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2023年  5月13日改訂) 

 
 
V. 添付資料 
 

[参考１］　文部科学省派遣教員業務内容 
　 

教員派遣要請にあたり文部科学省との了解事項 

1　派遣教員は基幹的要員として派遣しているものであり、補習学校の校長として概ね次の業務に当たる。 
ア． 教育課程の編成及び進行管理に関すること 
イ． 学校行事の実施計画の策定及び実施に関すること 
ウ． 児童・生徒の転出入に伴う学籍の管理に関すること 
エ． 進路指導及び教育相談に関すること 
オ． 現地採用教員に対する指導・助言及び研修の実施に関すること 
カ． 教材教具の整備計画の策定等に関すること 
キ． 教材教具の開発に関すること 

　従って、派遣教員が授業をするのは、現地採用教員が急遽休むなどして代替教員が確保でき 
　ない場合、現地採用教員に対する研修の一環として模範授業を行う場合など臨時的な場合で 
　あり、常時特定の学級及び教科の担任はしないこととしている。 
　また、派遣教員は在外教育施設教員派遣規則に基づき文部科学大臣から委嘱を受けた職以外 
　の職を兼務できないこととなっており、幼稚部・高等部の管理業務は、職務に含まれない。 
2　文部科学省の定める派遣教員のいない在外教育施設への教科指導方法等に関する指導、助言を行　うこ
と。 

3　在外公館からの協力要請に基づき、語学指導等を行う外国青年招聘事業（ＪＥＴプログラム）の　広報、選
考、研修への協力を行うこと。 

4　赴任する国の現地教育事情等について調査・報告を行うこと。 
5　校長を勤める派遣教員を学校運営委員のメンバーにすること。 
6　補習授業校の予算作成に当たっては、補習授業校校長として派遣された教員の意見を必ず聴取するこ
と。 

7　現地採用講師の採用そのものは、学校運営委員会の権限と責任のもとで行うこと。 
8　派遣教員が職務を遂行するのに必要な専用の事務室を確保すること。 
9　補習授業校の事務処理を円滑に行うため、専任の事務職員を雇用すること。なお、勤務時間は派遣教員
と同一とすること。 
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10　派遣教員の職務が円滑に遂行されるよう、住居の確保、生活上の世話等、受入態勢に万全を期すこと。 
11　教育課程改訂等派遣教員の業務遂行に影響を与える学校運営事項を変更する場合は、文部科学省に
報告すること。​
 

 
 
 
［参考2］ローリー日本語補習学校加入団体傷害保険に関する資料 
 
 
保険概要：​ この保険は、当校に在籍する児童・生徒の学内および学校行事参加中の傷害死亡・後遺症と関連する

治療費を、他の保険に先立ってお支払いします。 
​ This insurance provides the formally registered school students with the accidental death, 

dismemberment and accidental medical treatment coverage due to accident while participating in 
scheduled, sponsored and supervised activities of JLSR, including direct travel to and from.  

 
保険対象者：​ 正規登録済みの児童・生徒に限り、ボランティア・保護者・教職員は含みません。 
​ This insurance covers all registered students of JLSR only.  
 
最高給付限度額：​ $10,000​傷害死亡・後遺症​ ​ Accidental Death and Dismemberment 
​ $10,000​傷害治療費​ ​ 　　　​ Accidental Medical Expenses 
​ $250   ​ 歯1本の最高限度額 ​ ​ Per-Tooth Dental Maximum 
 
免責金額：​ 免責金額なし​  

No Deductible 
 
注意点：​  

傷害死亡・後遺症は事故発生から365日以内に発生したクレームだけを対象と
し、給付額は以下の例をご覧ください。 
Accidental Death & Dismemberment must occur within 365 days of the 
accident date, and is subject to the following example.  

給 付 率 

死亡                              Life 100％ 
両手あるいは両足の喪失            Both Hands or Both Feet 100％ 
両目視力の喪失                    Sight of Both Eyes 100％ 
片手あるいは片足の喪失            One Hand or One Foot 100％ 
片手と片目視力の喪失              One Hand and Sight of One Eye 100％ 
片足と片目視力の喪失              One Foot and Sight of One Eye 100％ 
声と両耳聴力の喪失                Speech and Hearing in Both Ears 100％ 
片手あるいは片足の喪失            One Hand or One Foot 50％ 
片目視力の喪失                    Sight of One Eye 50％ 
声あるいは両耳聴力の喪失          Speech or Hearing of Both Ears 50％ 
片耳聴力の喪失                    Hearing in One Ear 25％ 
同じ側の親指と人差し指の喪失      Thumb and Index Finger of Same Hand 25％ 
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​ 事故治療は概ね以下の項目を対象とします。  
Accident Medical Benefits are paid for: 

1 二人用病室・手術室・緊急治療施設等 Semi-Private Hospital Room, Operating 
Room, Emergency Room, Ambulatory Medical Center 

2 医師費用  Physicians’ Fees 
3 検査費用・処方薬・麻酔費・義手義足等 Medical Expenses including Lab Tests, 

Ambulance Service, Prescription Medicines, Therapeutics, Anesthetics, Transfusions, 
Artificial Limbs or Eyes, X-Ray, Prosthetic Appliances 

4 正看護士費用Registered Nurses’ Fees 
 
 

​ 事故治療費は、UCR（保険会社が定める公定治療費用水準）を限度とし、以下の条件
に従ってお支払いします。 
Accident Medical Benefits are paid subject to the insurance company’s UCR 
(Usual, Customary and Reasonable) if: 

1 最初の治療が事故発生から90日以内に実施された場合、かつ 
The first treatment is received within 90 days of the accident date, and 

2 事故発生後52週間内に発生した費用のみ、かつ 
All expenses are incurred within 52 weeks after the accident date, and 

3 本保険の給付最高限度額まで 
All expenses do not exceed the Maximum amount.  

 
​ 事故死亡・後遺症で保険をお支払いでき

ない事由（免責規定） 
Accidental Death & Dismemberment 
Exclusions 

傷害治療費で保険をお支払いできない
事由（免責規定） 
Medical Expenses Exclusions 
 

1 自殺・自傷行為 
Suicide, Intentional Self-Inflicted Injury 

既存の義手・義足・臓器等の修理・交換
Repair or Replacement of Existing 
Artificial Limbs、 Eyes、 etc.  

2 通常医療保険の対象となる病気 
Sickness, Disease or Infection 

入歯・義歯の修理・交換 
New, Repair or Replacement of 
Dentures, Bridges, Implants etc.  

3 重罪行為 
Felony 

眼鏡・コンタクトレンズの修理・交換  Eye 
Glasses or Contact Lenses 

4 戦争 
War 

補聴器の修理・交換 
Hearing Aids 

5 スポーツ活動（但し、学校の正規行事であ
る場合は保険対象となる） 
Sport or Athletic Activities, except for the 
events supervised or sponsored by JLSR 

購入費用を超える医療補助器具（松葉
杖・車椅子等）のレンタル費用 
Durable Medical Equipment 

6 兵役 
Armed Forces Duty 

個人の嗜好によるもの（例：入院中の電
話・テレビのレンタル） 
Personal Comfort or Convenience Items 

7 正規民間航空会社以外の航空機への搭
乗あるいは飛行訓練 
Travel or Flight in 
Non-Commercial-Licensed Aircraft or for 
Flight Training 

労災保険の対象となる一切の傷害 
Any Injury to be covered under 
Workers’ Compensation 

8 労災保険の対象となる一切の傷害 
Any Injury to be covered under Workers’ 
Compensation 
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9 非合法薬物中毒・影響下での傷害 

Injury under Influence of Drugs 
 

 
                            　　　 事故発生時には：当校運営委員に至急ご連絡ください。　 

 
 

（2026年 5月7日　保険契約条件の記載を一部修正) 
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退学届（様式3） 

 

退　学　届　 
 

年　　月　　日 
 

ローリー日本語補習学校運営委員会様 
 
下記の児童／生徒を退学させます。 
 

学　年 氏　　名 学籍番号 退　学　理　由 最終登校日 

     

     

     

 
転出先学校名及び住所・電話番号 

学校名：  

住　所：​ 電　話 

 

学校名：                                                         

住　所：​ 電　話 

 

学校名：  

住　所：​ 電　話 

 
退学後の連絡先 

 住　　　　　　所 電話／ファックス 

自　宅   

勤務先   

保護者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印またはサイン 
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　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休学届（様式4） 
 

休　学　届　 
 

年　　月　　日 
 
 
ローリー日本語補習学校運営委員会様 
 
 
下記の児童／生徒を休学させます。 
 
 

学　年 氏　　名 学籍番号 休　学　理　由 休学開始日 復学予定日 

      

      

      

      

      

※復学時には「復学届（様式5）」を提出してください。 
 
 
休学中の連絡先 
 
　1. ​ ​ ​ ​ ​  
 
　2. ​ ​ ​ ​ ​  
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者氏名　印またはサイン 
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復学届（様式5） 
 

 
 

復　学　届　 
　 

 
 

年　　月　　日 
 

ローリー日本語補習学校運営委員会様 
 
　 
 
 
　下記の児童／生徒を復学させます。 
 
 

学　年 学籍番号 氏　　　名 復学日 

    

    

    

    

    

 
 
 

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者氏名　印またはサイン​

 
​
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自動車通学許可申請書（様式7）​
 

自動車通学許可申請書 
 
ローリー日本語補習学校運営委員会様 
 
高等部　　　　年在籍、　　　　　　　　　　　　　の自動車通学を許可願いたく申請いたします。​​ ​
　　　　　（氏名） 

なお，自動車通学に際し，下記のことを遵守させるとともに登下校の中の事故に関しては責任の一切を保護

者が有することとします。 
 
　　　　年　　月　　日　　保護者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印 

 
記 

 
1　交通ルールを守る。 

2　構内では徐行する。 

（すぐに止まれる速度） 

3　車内には危険物や不法物品 

を載せない。 

4　家族以外を同乗させない。 

5　構内でも他の車両の邪魔に 

なるような走行や駐車をし 

ない。 
＊申請時に本人の運転免許証、及び 
本人の氏名が明記された自動車保 
険契約書（いずれも写）を添付す 
ること。​ ​ ​ ​ 　　　　　　　　登下校の道程（往路･復路）の略図 

　　　　　　　　　 
 

自動車通学許可申請受理通知 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　様 
 

高等部　　　年在籍、　　　　　　　　　　　　　さんの自動車通学許可申請書を受理しました。 
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Certificate of Attendance 
 
 
 
 
This certificate is a confirmation that __________________ attended classes 
at Japanese Language School on  __________________ . 
 
 
 
 
Principal Name :   __________________ 
 
 
Principal Signature :   __________________ 
 
 
 
Signature Date :   __________________ 
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重症アレルギー詳細シート​
(アナフィラキシーショックにつながりうる重症アレルギー) 記載日 　　　/　　　/ 

生徒
氏名       所属   

生年月日 /　　　/ 
        幼稚園/小学校/中等部/高等部　　　

　年 

保護者氏名    住所             
          
電話番号 職場連絡先 
         
緊急連絡先氏名,電話番号１   緊急連絡先氏名,電話番号２    
                  
保険会社名   policy holder保険契約者    保険番号   指定救急病院 

                      

           
対象アレルギー（アナフィラキシーショックになりうるレベル）     
             
             
                      
症状                     
             
             
             

エピネフリン製剤（エピペン等）は​
子供のバッグに携帯させていますか？ Yes □ No □ 

（参考として）　所持薬（経口薬、吸入薬、エピネフリン製剤）（1回当たりの具体的な投与量も記載してください） 
             
                      
           

アナフィラキシーショック発生時に周囲にいる大人が​
エピネフリン製剤を注射することを許可しますか Yes 

□ 
No  
□ 該当生徒もしくはその保護者が投与することが原則ですが​

どうしても間に合わず周囲に投与できる大人がいる場合に限ります。 
 
 
Yesの時は別紙「免責に関する同意書」「FARE Care Plan Sheet」提出が必要です。 
[FARE Care Plan Sheet]: 
Food Allergy Research & Educationが作成・公表しているAnaphylaxis Emergency Care Plan 
担当医のサインが必要。 
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担任に提出してください。 
確認・コピー後に返却しますので、生徒のカバンの中に常に携行させてください。 
（免責に関する同意書、FARE Care Plan Sheetも同様） 
 
処方内容の変更等がある場合、速やかに最新の情報を記載した重症アレルギー詳細シートを再提出してください。 
このシートは毎年4月に再提出してください（免責に関する同意書、FARE Care Plan Sheetも同様）。 
 

ローリー日本語補習学校 
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エピネフリン製剤投与に関連した免責に関する同意書 
RELEASE, WAIVER OF LIABILITY & INDEMNIFICATION  RELATED TO ADMINISTER EPINEPHRINE 

(THE "RELEASE") 
ローリー日本語補習学校殿 
To: Japanese Language School of Raleigh (“JLSR”) 
児童生徒氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　幼・小・中・高　　      年 
Name of Student(minor)                                                                           Grade                  
The undersigned is a lawful and authorized parent / legal guardian of the minor child whose name is written above (the 

"Student"), having all customary legal powers of a parent or legal guardian to make decisions concerning the 
health, welfare, and other aspects of the Student's life. In consideration for the Student being allowed (i) 
enrollment at JLSR, (ii) participation in any and all activities related to or associated in any way with JLSR, 
and/or (iii) entrance into the JLSR premises (items (i), (ii), and (iii), collectively, the "Activities"), on behalf of 
the Student, I hereby willingly consent to and execute this RELEASE.  

1.​ I recognize and understand that there are risks associated with the Activities, including illness. 
 

2.​ I hereby irrevocably agree to release, waive and forever discharge any and all claims (at law, in equity, or other) 
that I or the Student ( or either of our heirs, next of kin, executors, administrators, assigns and representatives, 
regardless of my death or incapacity) has, had, have, or may in the future have against JLSR and any and all of 
its officers, directors, committees, agents, employees, representatives, independent contractors, contractors, 
volunteers, sponsoring agencies or entities, sponsors, advertisers, owners and lessors of the premises upon 
which the Activities take place, any successors and assigns of the same, and/or any other person(s) or entity in 
any way connected or affiliated with JLSR (hereinafter collectively the "Releasees") and I release, waive and 
forever discharge the Releasees from all claims, demands, damages, costs, expenses, actions and causes of 
action, whether in law or equity, in respect to death, injury, expense, loss or damage to my or the Student's 
person or property, however caused, arising out of, relating to, or in connection with the Activities (including 
provision or withholding of Treatment, as defined below) or any other activities ancillary thereto occurring on 
or about the JLSR premises, and notwithstanding that the same may have been contributed to or occasioned by 
the negligence of the Releasees. I also hereby irrevocably waive my (and the Student's) rights to file or seek 
relief in any court of competent jurisdiction against the Releasees for any and all dispute or claim arising from 
or related to the Activities or this RELEASE.   

 
3.​ I authorize the Releasees to provide or obtain emergency response to (including the use of "epi pen" or 

epinephrine auto injectors) or medical assistance and/or treatment for (collectively, the "Treatment") the 
Student when deemed necessary by the Releasees in his/her/its sole and absolute discretion. In cases where the 
Treatment is provided, I agree to timely and promptly pay for all costs, fees, and expenses associated therewith 
upon receipt of the invoice. I understand and acknowledge that this authorization in no way obligates the 
Releasees to provide or obtain the Treatment for the Student. I agree to indemnify, defend and hold harmless 
the Releasees from and against any and all claims, demands, losses, damages, causes of action, suits and 
liabilities (including reasonable attorney's fees) which may be incurred by the Releasees as a result of any 
claim, demand, suit or proceeding in connection with (i) loss of any property, or (ii) any injury, illness or death 
(including to the Student), that result from the Student's participation, directly or indirectly, in the Activities, 
including without limitation, the provision or withholding of the Treatment. 
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4.​ I understand that the summary translation of this RELEASE in Japanese (the "Summary") is an abbreviated 
version, and that in cases of conflict between the RELEASE and the Summary, the contents of the RELEASE 
shall be controlled at all times. 

 
5.​ Alternate Dispute Resolution. I agree and promise to conclusively resolve any and all disputes arising out of or 

related to this RELEASE by (i) good faith negotiations with JLSR, (ii) mediation with a mutually agreeable 
mediator, and if necessary (iii) binding arbitration under the auspices of the American Arbitration Association, 
in that order. 

 
6.​ This RELEASE shall be governed exclusively by the laws of the State of North Carolina without regards to its 

or any jurisdiction's conflict of laws principles. 

 
I HAVE READ AND FULLY UNDERSTAND THIS RELEASE AND INTEND TO BE LEGALLY BOUND BY 

MY SIGNATURE. 
 
 
保護者氏名/Parent/Guardian Name   　　 
 
Print:　　　　　　　　                 　       　Sign: 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　                                                                     
日付Date:　　　　　　　　　　　        
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「エピネフリン投与に関連した免責に関する同意書」の要約書 
 
 

ローリー日本語補習学校殿（以下JLSR） 
児童生徒氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幼・小・中・高　　　年 
私は、上記児童生徒の保護者として当該性との(i)JLSRへの入学（あるいは在籍）、(ii)JLSRの活動への参加、
(iii)JLSR施設の利用（(i)(ii)(iii)を総称して『JLSR活動』という）に関し、当該生徒を代表して、本同意書に署名します。 

1.​ 私は、JLSR活動に関連して、病気のリスクがあることを認識し、同意します。 
 

2.​ 私は、私又は当該生徒がJLSRおよびその教職員、運営委員会、ボランティア、など（総称して『Releasees』と
いう）に対して、いかなる請求権も取消不能な形で放棄することに合意します。さらに、私は、エピペンを含む

エピネフリン注射製剤使用を含む救急措置などの行為（Treatment）を行うこと、又は、行わないことを含め
JLSR活動に関連し生じた、当該生徒に対する損害などに関する、請求、訴訟提起などを行う権利から
Releaseesを免責します。本条に規定する放棄、免責はReleaseesに過失があるか否かを問わず有効とします。
さらに、私は本同意書又はJLSR活動に関連する紛争、要求について、裁判所において救済を求める自身の
（及び当該生徒）の権利を取消不能な形で放棄します。 

 
 

3.​ 私は、Treatmentを行うこと、又は、行わないことを含めJLSR活動に当該生徒が参加することで起きる(i)財産損
失、(ii)病気、怪我、死亡に関連する訴訟、請求などからReleaseesを防御し、補償します。私はReleaseesが必
要と判断した場合には、Releaseesに、当該生徒に対してTreatmentを行う権限を付与します。また同時に、当
該権限の付与がReleaseesにTreatmentを行う義務を課さないことにも合意します。Treatmentが行われた場合、
その費用を支払うことに合意します。 

 
4.​ 私は日本語による要約書（『本要約書』という）が省略されたものであり、本同意書と本要約書に不一致がある

場合は、英語による本同意書が優先することを了解します。 
 

5.​ 裁判外の紛争解決について、私は、本同意書に関連する扮装は、(i)JLSRとの誠実協議、(ii)調停者に基づく
調停、(iii)American Arbitration Associationに基づく法的拘束力のある仲裁の順で解決することに同意しま
す。 

 
6.​ 私は、本同意書の解釈に辺り、ノースカロライナ州法が準拠法で有る事を認めます。 

 
私は本同意書が法的効力を持つものとして、読み、理解し、署名します。 
 
保護者氏名 
署名：　　　　　　　　　　　 　　   　　　日付：　　　　　　　　　　　　　　　 
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